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聞

颯痺辟隆茫詈10
・新一
一一
房
一

舅
同
で
■
「震
や
会
」
冬
に

目
の
難
病
、
加
齢
黄
斑
変
性

の
患
者
や
家
族
約
３０
人
が

「関

西
黄
斑
変
性
友
の
会
」
を
発
足

さ
せ
、
１１
日
に
初
め
て
の
交
流

会
を
開
く
。
代
表
世
話
人
の
高

田
忍
さ
ん
（７４
）
‐―
西
宮
市
＝
は

「情
報
を
交
換
し
な
が
ら
治
療

に
役
立
て
た
い
」
と
話
す
。

加
齢
黄
斑
変
性
は
、
物
が
ゆ

が
ん
で
見
え
る
症
状
か
ら
次
第

に
視
野
の
中
心
部
が
欠
け
、
最

悪
の
場
合
は
失
明
の
恐
れ
も
あ

る
目
の
病
気
。
網
膜
の
奥
に
あ

る
直
径
６
ミダ
ほ
ど
の
へ
こ
ん
だ

部
分
「黄
斑
」
に
異
常
が
生
じ
、

視
細
胞
を
保
護
す
る

「網
膜
色

素
上
皮
細
胞
」
を
傷
つ
け
る
こ

と
が
原
因
と
さ
れ
る
。

自の難病|‐加齢黄斑1変性

Ｐ
Ｓ
細
胞
）
を
活
用
し
た
治
療

法
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
方
、
萎
縮
型
は
現
在
の
と
こ

と
理
化
学
研
究
所
多
細
胞
シ
ス
　
関
西
で
の
拠
点
の
必
要
性
を
感

テ
ム
形
成
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
　
じ
、
約
１
年
半
前
か
ら
準
備
し

が
、
人
工
多
能
性
幹
細
胞

（ｉ
　
て
き
た
。
今
後
は
年
２
回
の
定

期
交
流
会
の
ほ
か
、
会
報
を
発

へ
新孵
鑓
慶
察

イ
別
硼
薇
綱
峰
岬
卸
」
巧

¨
レ
　
一
一
中
一
動
一
は
¨
“
¨
¨
嗜

　

」
粋

　

議
一
爆
轄
相
難
神
臨
渤
¨
家
猜

へ
の
薬
剤
注
射
な
ど
が
あ
る
ほ
　
２
０
１
１
年
９
月
に
一

か
、
神
戸

。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
　
足
し
た

「加
齢
黄
斑
一

ド
に
あ
る
先
端
医
療
振
興
財
団

〈
ご
と
交
流
を
続
け
て

「血液のがんで亡くなった妻を

看病していたとき、患者会の情

報が役立った。その経験から会

を発足した」と話す高田忍さん

=神戸新聞社

11日、大阪交流会
院
の
五
味
文

ｏ
眼
科
診
療
主
任

部
長
が

「加
齢
黄
斑
変
性
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
診
断
と
治
療

の
ほ
か
、
日
常
生
活
で
の
注
意

点
や
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア

（眼

の
機
能
の
活
用
法
）
に
つ
い
て

講
演
。
質
問
に
も
答
え
る
。

参
加
に
は
、
友
の
会
会
費
（４

千
円
）
と
交
流
会
費
千
円
が
必

要
。
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
高
田
さ
ん
８
０
９
０

ｏ
６
９

０
５

ｏ
０
８
７
２
（片
岡
達
美
）


